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医
療
講
演
〉

難
病
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
将
来
の
展
望

国
立
静
岡
病
院
名
誉
院
長

　

宇
尾
野
公
義

－
本
稿
は
、
平
成
元
年
一
〇
月
一
四
日
、

　

日
本
青
年
館
に
於
て
開
か
れ
た
「
。
難
病
を

　

考
え
る
集
い
”
講
演
会
」

　

（
全
難
連
主
催
）

　

で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
も
の
を
ま
と
め
た
も

　

の
で
す
。

　
　
　

（
文
責
＝
事
務
局
）
－
１

　

は
じ
め
に

　

国
が
本
格
的
に
難
病
対
策
に
打
ち
出
し
た
の

は
昭
和
四
七
年
か
ら
で
、
以
来
一
七
年
を
経
過

し
ま
し
た
。
平
成
元
年
度
現
在
、
調
査
研
究
は

四
三
班
に
な
っ
て
い
ま
す
。
初
年
度
は
ス
モ
ン
、

重
症
筋
無
力
症
、
多
発
性
硬
化
症
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
難
治
性
の
肝
炎
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ

ト
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ

ス
の
八
疾
患
が
指
定
さ
れ
、
疫
学
調
査
を
は
じ

め
病
気
の
本
態
や
発
症
機
序
の
研
究
、
治
療
方

法
の
研
究
、
予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研

究
に
至
る
ま
で
、
全
国
の
第
一
線
の
研
究
者
を

班
員
と
し
て
精
力
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
難
病
研
究
体
制
は
非
常
に
優
れ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
高
い

評
価
を
う
け
て
お
り
、
大
変
な
進
歩
を
示
し
た

疾
患
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
神
経
難
病
で
い

え
ば
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
重
症
筋
無
力
症
、

多
発
性
硬
化
症
な
ど
は
、
原
因
・
治
療
研
究
と

も
、
か
な
り
進
ん
だ
病
気
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、
そ
の
他
の
変
性

疾
患
、
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
は
、

原
因
・
治
療
研
究
と
も
殆
ん
ど
不
明
に
近
い
難

病
中
の
難
病
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
、
治
療
研
究
と
し
て
医
療
費
の
公
費
負

担
に
つ
い
て
は
、
初
年
度
は
四
疾
患
（
ス
モ
ン
、

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
重
症
筋
無
力
症
、
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
）
が
指
定
さ
れ
、
国
お
よ

び
自
治
体
か
ら
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
の
医
療

費
の
公
費
負
担
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
逐
年
対
象

疾
患
の
数
が
増
え
、
最
近
で
は
毎
年
一
疾
患
ず
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つ
対
象
が
増
え
て
い
ま
す
。
平
成
元
年
度
に
は

広
範
脊
柱
管
狭
窄
症
、
平
成
二
年
度
に
は
原
発

性
胆
汁
性
肝
硬
変
が
新
た
に
対
象
に
な
り
三
一

疾
患
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
都
道
府
県
単
位
で
、

独
自
に
難
病
を
指
定
追
加
し
て
い
ま
す
。

　

難
病
研
究
の
進
歩
、
患
者
の
長
期
慢
性
化
、

高
齢
化
に
伴
い
、
治
療
研
究
費
は
逐
年
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
調
査
研
究
費
は

こ
の
と
こ
ろ
、
目
立
っ
た
伸
び
が
み
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
難
病
研
究
と
併
行
し
て
、
癌
、
脳

卒
中
、
心
疾
患
、
糖
尿
病
の
対
策
も
重
要
で
あ

り
、
さ
ら
に
痴
呆
の
対
策
、
エ
イ
ズ
対
策
な
ど
、

そ
れ
に
老
人
問
題
な
ど
目
白
押
し
で
、
し
か
も

こ
れ
ら
の
疾
患
や
、
老
人
病
と
の
合
併
も
ま
す

ま
す
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
共
通
部
分
が
広

範
囲
に
な
っ
て
お
り
、
包
括
的
研
究
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
介
護
者
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
職
域
と
活
躍
分
野

も
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

先
年
、
国
際
障
害
者
年
が
国
連
を
中
心
に
世

界
各
国
で
持
た
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
完

全
参
加
と
平
等
」
が
採
択
さ
れ
た
の
を
、
皆
様

覚
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

決
し
て
そ
の
年
一
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、

当
然
、
そ
の
年
が
障
害
者
元
年
で
、
そ
の
後
逐

年
発
展
し
て
、
障
害
者
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」

が
徐
々
に
確
立
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
完

全
参
加
」
と
は
障
害
に
応
じ
た
社
会
参
加
で
あ

り
、
社
会
人
と
し
て
［
平
等
］
に
責
任
を
果
た

す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
十
分
な
下
地
を

作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
な
か
な
か
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

難
病
患
者
で
も
障
害
者
で
も
。
そ
の
障
害
に

応
じ
た
人
間
ら
し
い
生
活
、
そ
し
て
そ
の
生
活

の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か
、

最
近
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
い
う
言
葉
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
医
療
面
と
福
祉
面
と
が
平
行
し
て
発

展
し
な
け
れ
ば
到
着
出
来
ま
せ
ん
。
医
療
と
福

祉
と
は
車
の
両
輪
で
、
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
、

車
は
ま
っ
す
ぐ
走
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
ど

う
か
こ
の
根
本
理
念
を
決
し
て
忘
れ
ず
に
、
今

後
と
も
全
難
連
の
発
展
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
す

よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
日
の
テ
ー
マ
は
「
難
病
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

で
、
厚
生
省
で
は
、
昨
年
度
か
ら
従
来
の
「
難

病
の
治
療
看
護
」
研
究
班
を
改
組
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
こ
の
班
は
今
ま
で
の
研
究
の
う
ち
、

原
因
を
縦
軸
（
Ｘ
軸
）
と
し
、
治
療
面
を
横
軸

（
Ｙ
軸
）
と
し
た
平
面
的
な
研
究
に
加
え
て
、

医
療
福
祉
や
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
主
軸
と

す
る
Ｚ
軸
の
方
向
を
加
え
、
立
体
的
に
難
病
対

策
の
方
法
論
を
打
ち
出
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
研
究
班
で
は
、
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、
専
門
診
療
ケ
ア
、
在
宅
ケ

ア
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
そ
し
て
必
然
的
に
重

要
性
を
増
し
て
い
る
長
期
療
養
ケ
ア
に
重
点
的

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、
右
の
五
本
の

柱
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

難
病
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

　

全
難
連
の
会
報
に
、
難
病
疾
患
医
療
相
談
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、
埼
玉
県
ほ
か
数
県
の
先
駆

的
活
動
に
予
算
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
が
報
ぜ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
医
療
（
生
活
・
福
祉

面
を
含
む
）
相
談
事
業
が
難
病
対
策
の
人
口
、

あ
る
い
は
突
破
口
と
し
て
大
き
な
役
割
を
持
つ

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
行
政

と
十
分
な
連
携
の
上
に
、
発
展
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ

イ
マ
リ
ケ
ア
と
し
て
の
検
診
・
相
談
が
、
地
域

の
医
師
会
、
保
健
所
、
専
門
病
院
の
連
携
に
よ
っ

一
り
乙一
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て
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
成
功
と
考

え
ま
す
。

　

現
在
で
は
難
病
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
規
模
、

内
容
と
も
に
地
域
の
格
差
は
大
き
く
、
な
お
、

発
展
の
途
上
に
あ
る
と
い
え
ま
す
が
、
各
地
域

が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
を
よ
く
検
討
し
た
上
で
、

合
理
的
な
ケ
ア
体
制
が
と
ら
れ
る
べ
き
と
思
い

ま
す
。

難
病
の
専
門
診
療

　

国
の
難
病
調
査
研
究
及
び
治
療
研
究
が
進
み
、

疾
患
の
特
殊
性
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
の
専
門

性
が
要
求
さ
れ
、
医
療
機
関
と
し
て
高
皮
先
駆

的
医
療
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
国
は
、
国
立
医
療
機
関
と
し
て
国
立
精
神
・

神
経
セ
ン
タ
ー
、
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
、
小
児

医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
は
じ
め
、
各
地
の
国
立

病
院
、
療
養
所
を
充
実
し
、
東
京
都
は
都
立
神

経
病
院
、
大
塚
病
院
を
は
じ
め
、
主
要
病
院
の

専
門
性
を
活
用
し
て
、
神
経
難
病
、
膠
原
病
、

消
化
器
、
呼
吸
器
な
ど
難
病
の
専
門
病
院
と
し

て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
全
国
各
地
で

種
々
の
難
病
専
門
施
設
が
出
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
あ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
難
病
研
究
は
、
こ
の
二
十
年
問
に

原
因
の
治
療
も
か
な
り
進
歩
し
た
た
め
、
死
亡

率
の
大
幅
な
低
下
、
逆
に
生
存
率
の
著
し
い
向

上
が
み
ら
れ
る
疾
患
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
特
効
薬
が
な
い
難
病
で
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
進
み
、
急
性
悪
化
や
合
併
症
に
対
す

る
対
応
技
術
や
ケ
ア
が
進
み
、
予
後
は
著
し
く

改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
断
続
治
療
、

断
続
看
護
を
う
け
な
が
ら
、
ま
た
は
何
ら
か
の

後
遺
症
を
か
か
え
な
が
ら
、
寝
た
き
り
の
状
態

の
患
者
が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
病
気
の
長
期
慢
性
化
と
と
も
に
、
高

齢
化
が
進
み
、
難
病
に
成
人
病
の
合
併
、
老
化

現
象
が
重
な
り
、
社
会
福
祉
面
で
も
大
き
な
問

題
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
介
護
者
の

数
の
減
少
、
高
齢
化
も
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

専
門
病
院
の
べ
″
ド
収
容
能
力
に
も
限
界
が

あ
り
、
外
来
診
療
に
も
限
界
が
あ
る
以
上
、
次

の
対
策
と
し
て
在
宅
ケ
ア
可
能
な
場
合
の
工
夫

が
当
然
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
在

宅
患
者
の
重
症
皮
が
進
み
、
介
護
者
の
マ
ン
パ

ワ
ー
が
欠
け
る
場
合
に
は
、
次
の
ス
テ
。
プ
で

あ
る
長
期
療
養
施
設
ヶ
ア
を
ど
う
し
て
も
考
え

ね
ば
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

難
病
の
在
宅
ケ
ア

　

専
門
病
院
の
対
応
能
力
を
こ
え
た
難
病
患
者

の
う
ち
、
診
療
側
で
は
、
在
宅
ケ
ア
可
能
の
程

度
に
軽
快
ま
た
は
安
定
し
た
患
者
、
重
皮
だ
が

地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
の
連
携
で
在
宅
ケ

ア
の
可
能
な
患
者
、
そ
し
て
患
者
の
周
囲
に
介

護
出
来
る
能
力
の
あ
る
人
が
同
居
す
る
場
合
、

そ
し
て
忠
者
及
び
家
族
が
在
宅
ケ
ア
を
希
望
す

る
場
合
に
は
、
積
極
的
に
在
宅
ケ
ア
を
実
施
す

る
ケ
ー
ス
や
地
域
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
こ
の
場
合
に
繰
り
返
し
ま
す
が
、
地
域
の
医

療
、
保
健
、
福
祉
機
関
の
緊
急
な
連
携
が
な
い

と
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

東
京
都
で
は
昭
和
四
九
年
、
都
立
府
中
病
院

に
在
宅
診
療
班
を
別
枠
で
作
り
、
現
在
で
も
活

発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
在
宅
診
療
班
の

編
成
は
、
専
門
医
、
専
門
保
健
婦
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ

（
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
、
リ

ハ
ビ
リ
訓
練
士
Ｐ
Ｔ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
栄
養

士
や
Ｓ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
な
ど
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
り

ｑ
ｊ一
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ま
す
。
こ
の
内
容
は
種
々
で
症
例
に
よ
り
変
わ

り
ま
す
が
、
一
日
に
三
軒
か
ら
五
軒
く
ら
い
の

患
者
宅
を
訪
問
し
て
、
患
者
の
状
態
に
応
じ
た

診
療
及
び
日
常
生
活
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
際
大
事
な
こ
と
は
、
地
域
の
開
業
医
、

保
健
所
の
保
健
婦
に
も
出
来
る
だ
け
同
席
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
十
分
に
連
絡
を
と
っ

て
お
く
こ
と
が
患
者
さ
ん
及
び
家
族
に
と
っ
て

非
常
に
大
切
で
す
。
と
く
に
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ

の
交
換
、
膀
胱
カ
テ
ー
テ
ル
の
消
毒
、
経
管
栄

養
の
方
法
な
ど
十
分
な
打
ち
合
せ
が
必
要
で
す

し
、
急
性
悪
化
や
、
緊
急
時
対
応
な
ど
の
連
携

操
作
は
、
患
者
の
予
後
を
左
右
し
ま
す
の
で
、

在
宅
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
在
宅
診
療
班
の
ラ
イ
ト
バ
ン
に
は
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
心
電
計
、
脳
波
計
、
筋
電
計
、
Ｘ
線
操
置
、

人
工
蘇
生
器
、
そ
れ
に
小
外
科
の
道
具
を
用
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

か
よ
う
な
万
全
な
設
備
を
も
っ
た
在
宅
ケ
ア

で
も
、
患
者
の
増
加
に
は
追
い
つ
け
ず
、
ま
た

在
宅
ケ
ア
し
な
が
ら
も
長
期
慢
性
化
、
緩
徐
進

行
、
合
併
症
の
対
応
、
患
者
の
高
齢
化
、
介
護

者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
徐
々
に
在
宅
ケ
ア

に
陰
り
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
あ
る
程

度
は
マ
ン
パ
ワ
ー
（
医
師
、
保
健
婦
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）
の
増
加
に
よ
り
凌
げ
ま
す
が
、

や
が
て
は
在
宅
ケ
ア
不
可
能
と
な
る
場
合
が
出

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
長

期
療
養
施
設
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ス
エ
ー
デ
ン
や
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
北
欧
諸
国

は
在
宅
ケ
ア
の
先
進
国
で
あ
り
ま
す
が
、
ヘ
ル

パ
ー
の
数
は
日
本
の
四
〇
倍
も
あ
り
、
一
日
三

交
替
で
在
宅
患
者
の
日
常
生
活
を
援
助
し
て
く

れ
ま
す
し
、
食
事
も
、
朝
、
昼
と
患
者
の
希
望

に
そ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
配
給
し
て
く
れ
ま
す
し
、

そ
の
ほ
か
に
、
患
者
の
医
療
処
置
な
ど
。
看
護

婦
が
時
間
に
応
じ
て
訪
問
し
て
く
れ
る
と
い
う

風
に
、
医
療
と
福
祉
と
が
行
き
届
い
て
い
ま
す
。

日
本
の
国
情
か
ら
、
す
ぐ
北
欧
の
真
似
を
せ
よ

と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
在
宅
ケ
ア
の
陵
路
が
マ

ン
パ
ワ
ー
に
あ
る
と
い
う
厚
生
省
研
究
班
の
研

究
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
問
題
は

重
視
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
本
年
度
国
家
予
算

に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
増
員
が
あ
げ
ら
れ
た
の

は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
今
後
さ

ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

難
病
の
長
期
療
養
ケ
ア

　

専
門
病
院
も
入
院
病
床
が
満
床
と
な
り
、
在

宅
ケ
ア
に
も
重
症
度
、
介
護
力
か
ら
い
っ
て
限

皮
が
あ
り
、
も
は
や
対
応
出
来
な
い
患
者
が
ま

す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
筋
萎
縮
性
側

索
硬
化
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
小
脳
変

性
症
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
、
脳
血
管
障
害
、

慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
、
在
宅
ケ
ア
の
対
象

と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
し
か
も
重
症
度
が
高

く
な
り
、
医
療
面
か
ら
み
て
も
、
介
護
面
か
ら

も
、
長
期
療
養
施
設
病
棟
の
必
要
性
が
出
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
長
期
療
養
施
設
は
高
度
の
医
療
設
備
を

有
す
る
中
間
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
老
健

法
に
基
づ
く
老
人
保
健
施
設
の
施
設
整
備
で
は

対
応
出
来
ま
せ
ん
。
い
ま
私
ど
も
厚
生
省
「
難

病
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
研
究
班
で
鋭
意
検
討
を

す
す
め
、
厚
生
省
に
資
料
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
規
模
、
内
容
に
つ
い
て
更
に
詰
め
が
行
わ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
難
病
患
者
の
長
期
慢
性
化
、

合
併
症
、
高
齢
化
を
考
え
ま
す
と
、
長
期
療
養

施
設
の
必
要
性
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
に
も

地
域
の
特
殊
性
や
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
ふ
ま
え
た
種
々

一４一
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の
バ

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
わ

り
に

　

難
病
対
策
の
経
過
と
、
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
現

在
お
よ
び
将
来
の
方
向
に
つ
き
お
話
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

本
邦
に
お
け
る
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
五
段
階

（
検
診
相
談
、
専
門
診
療
、
在
宅
ケ
ア
、
長
期

療
養
施
設
、
末
期
医
療
）
の
う
ち
、
現
在
最
も

重
要
な
在
宅
ケ
ア
を
、
地
域
医
療
の
特
殊
性
に

合
致
さ
せ
て
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
と
く
に
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
と
工

夫
は
今
後
の
最
大
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

と
同
時
に
、
種
々
の
長
期
療
養
施
設
（
専
門

病
院
と
別
個
、
隣
接
、
併
設
な
ど
。
ホ
ス
ピ
ス

的
施
設
を
含
む
）
を
早
急
に
検
討
し
て
、
長
期

慢
性
化
高
齢
化
社
会
に
対
応
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

内
部
障
害
者
に
も

　

旅
客
運
賃
割
引
制
度
適
用

　

平
成
二
年
二
月
一
日
よ
り
、
内
部
障
害
者
に

も
、
旅
客
運
賃
割
引
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

割
引
率
等
は
、
第
一
種
身
体
障
害
者
と
第
二

種
身
体
障
害
者
と
で
異
な
り
ま
す
。

ｏ
第
一
種
身
体
障
害
者
…
ぽ
う
こ
う
又
は
直

　

腸
の
機
能
障
害
に
よ
る
四
級
の
身
体
障
害
者

　

を
除
く
内
部
障
害
者
。

ｏ
第
二
種
身
体
障
害
者
・
：
ぽ
う
こ
う
又
は
直

　

腸
の
機
能
障
害
に
よ
る
四
級
の
身
体
障
害
者
。

一
、
Ｊ
Ｒ
、
各
民
営
鉄
道
の
運
賃
割
引
。

　

肢
体
不
自
由
者
等
に
対
す
る
現
行
の
割
引
制

度
が
、
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
第
一
種
身
体
障
害
者
が
介
護
者
と
と
も
に

　

乗
車
す
る
場
合
・
：
普
通
乗
車
券
、
定
期
乗
車

　

券
、
回
数
乗
車
券
、
普
通
急
行
券
が
、
介
護

　

者
と
も
五
割
引
で
購
入
で
き
ま
す
。
（
小
児

　

定
期
乗
車
券
に
つ
い
て
は
、
割
引
さ
れ
ま
せ

　

ん
。
）

②
第
一
種
身
体
障
害
者
及
び
第
二
種
身
体
障

　

害
者
が
単
独
で
、
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
越
え

　

て
乗
車
す
る
場
合
・
：
普
通
乗
車
券
が
五
割
引

　

で
購
入
で
き
ま
す
。

③

　

そ
の
他
、
一
二
歳
未
満
の
方
が
定
期
乗
車

　

券
を
購
入
す
る
場
合
、
障
害
の
程
度
に
か
か

　

わ
ら
ず
、
介
護
者
も
通
勤
定
期
乗
車
券
が
五

　

割
引
と
な
る
等
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

二
、
航
空
旅
客
運
賃
の
割
引

①
満
一
二
歳
以
上
の
第
一
種
身
体
障
害
者
が

　

旅
行
す
る
場
合
、
介
護
者
と
も
、
普
通
大
人

　

片
道
運
賃
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
割
引
と
な

　

り
ま
す
。

②
第
二
種
身
体
障
害
者
（
満
一
二
歳
以
上
）

　

の
場
合
は
、
本
人
の
普
通
大
人
片
道
運
賃
の

　

二
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
割
引
と
な
り
ま
す
。

三
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
書
換
え

　

割
引
運
賃
で
乗
車
す
る
場
合
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
提
示
を
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
福
祉

事
務
所
で
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
、
「
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
旅
客
運
賃
減
額
欄
」
等
の
書
換
え

を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
運
賃
割
引
制
度
の
内
容
を
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
、
Ｊ
Ｒ
、
民
鉄
、
航
空
会
社
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一５一
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厚
生
省
、

　
　

2
1
世
紀
の
医
療
の
在
り
方
を
発
表

　

省
は
「
医
療
計
画
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、

　

必
要
病
床
数
の
算
定
も
含
め
た
、
二
次
医
療

　

圏
単
位
で
の
地
域
保
健
医
療
計
画
の
作
成
、

　

実
施
に
入
り
ま
し
た
。

　
　

な
お
「
二
次
医
療
圏
」
と
は
、
都
道
府
県

　

レ
ベ
ル
で
の
地
域
医
療
計
画
の
作
成
（
昨
年

　

三
月
に
完
了
）
に
あ
た
っ
て
用
い
ら
れ
た
用

　

語
で
、
各
都
道
府
県
を
い
く
つ
か
の
地
域
に

　

分
け
Ｉ
大
体
、
通
院
可
能
な
範
囲
－
－
、

　

こ
れ
を
二
次
医
療
圏
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

口

　

開
業
医
の
家
庭
医
機
能
を
積
極
的
に
評
価

　

し
、
診
療
所
と
病
院
の
機
能
分
担
を
進
め
て

　

ゆ
く
。

即

　

適
切
な
施
設
体
系
を
作
っ
て
、
病
状
に
応

　

じ
た
入
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

㈲

　

在
宅
医
療
を
推
進
す
る
。

閤

　

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
は
が
る
た
め
、

　

民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
医
療
分
野
へ
の
進
出
を
す

　

す
め
る
。

㈲

　

医
療
経
営
基
盤
の
近
代
化
、
合
理
化
を
は

　

が
る
。

口

　

看
護
婦
、
理
学
療
法
士
等
、
医
療
従
事
者

　

の
量
的
確
保
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
る
。

圓

　

適
切
な
医
療
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
広

一
ｒ
ｏ一

　

医
療
法
の
改
正
作
業
を
進
め
て
い
る
厚
生
省

健
康
政
策
局
で
は
、
去
る
一
月
一
九
日
、
改
正

に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
な
方
向
を
提
示
し
た
。

　

「
2
1
世
紀
を
め
ざ
し
た
今
後
の
医
療
供
給
体
制

の
在
り
方
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
と
、
わ
が
国
の
医

療
の
現
状
を
分
析
し
、
今
後
の
医
療
制
度
の
在

り
方
を
示
し
た
上
で
、
具
体
的
に
何
を
め
ざ
す

べ
き
か
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
「
医
療
の
現
状
」
に
つ
い
て
は
、
わ

が
国
が
人
生
八
〇
年
時
代
を
迎
え
、
医
療
に
対

す
る
需
要
も
多
様
化
し
、
よ
り
広
範
囲
の
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま

た
量
的
な
面
で
は
一
応
の
水
準
に
達
し
た
が
、

医
療
機
関
や
医
療
従
事
者
の
偏
在
が
見
ら
れ
る
、

と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
「
今
後
の
医

療
制
度
の
在
り
方
」
と
し
て
、
次
の
四
点
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

田

　

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

　

（
ク
ォ
リ
テ
ィ
ー
オ
ブ
ー
ラ
イ
フ
＝
生
命
の

　

質
）
の
確
保
を
基
調
と
し
た
仕
組
み
を
作
り

　

あ
げ
て
ゆ
く
。

口

　

療
養
の
長
期
化
に
伴
い
、
快
適
な
病
室
の

　

提
供
や
、
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
食
事
提
供

　

の
見
直
し
な
ど
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

　

供
す
る
。

即

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
を
と
り
、
住

　

民
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

圃

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
、
国
、
都
道

　

府
県
及
び
市
町
村
が
相
互
に
協
力
し
つ
つ
、

　

進
め
て
ゆ
く
。

　

具
体
的
な
方
向

　

こ
う
し
た
展
望
に
立
っ
て
、
具
体
策
と
し
て
、

次
の
九
項
目
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

剛

　

地
域
の
中
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

　

き
る
体
制
を
め
ざ
し
て
、
二
次
医
療
圏
ご
と

　

の
保
健
医
療
計
画
を
作
成
し
、
推
進
す
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
二
月
一
日
、
厚
生
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告
規
制
を
緩
和
す
る
。

㈲

　

保
健
所
等
、
公
的
機
関
に
よ
る
健
康
相
談
、

　

教
育
機
能
の
充
実
を
は
か
り
、
健
康
に
対
す

　

る
国
民
の
自
覚
を
求
め
て
ゆ
く
。

　
　

「
2
1
世
紀
～
の
問
題
点
」

　

こ
の
中
で
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
田
の
二

次
医
療
圈
単
位
の
医
療
計
画
の
推
進
と
、
剛
の

施
設
体
系
の
在
り
方
で
す
。

　

巾
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
密
着
し
た
医
療
を

推
進
し
て
ゆ
く
上
で
結
構
な
こ
と
と
い
え
ま
す

が
、
先
の
地
域
医
療
計
画
で
は
、
難
病
に
対
す

る
医
療
は
三
次
医
療
圏
（
原
則
と
し
て
都
道
府

県
レ
ベ
ル
）
で
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
て
、

二
次
医
療
圏
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
二
次
医
療
圏

ご
と
の
医
療
計
画
が
推
進
さ
れ
れ
ば
、
難
病
対

策
は
欠
落
し
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
朗
の
施
設
体
系
に
つ
い
て
は
、
「
2
1
世

紀
の
Ｉ
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
①
老
人
等
、
長
期
間
に
わ
た
る
入
院
患
者

　

が
主
と
な
っ
て
い
る
病
棟
（
病
床
群
）
に
つ

　

い
て
は
、
患
者
の
生
活
的
側
面
を
重
視
し
て
、

　

必
要
な
医
療
と
介
護
等
の
適
切
な
ケ
ア
を
提

　

供
す
る
た
め
の
病
棟
（
病
床
群
）
と
し
て
適

　

切
に
位
置
づ
け
る
。

②

　

医
療
の
最
先
端
を
担
う
べ
き
高
次
機
能
を

　

有
す
る
病
院
に
つ
い
て
も
、
そ
の
機
能
に
応

　

じ
て
位
置
づ
け
る
。

　
　

そ
の
際
、
個
々
の
病
院
、
病
棟
（
病
床
群
）

　

へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
病
院
側
の
選
択
を

　

尊
重
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」

　

つ
ま
り
、
医
療
法
を
改
正
し
て
、
ケ
ア
を
重

視
し
た
長
期
療
養
病
棟
と
高
次
機
能
病
院
を
制

度
化
す
る
と
い
う
わ
け
で
、
そ
の
選
択
は
、
病

院
側
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
重
視
型
の
「
長
期
療
養
病
棟
」
が
で
き

る
の
は
結
構
な
こ
と
で
す
が
、
老
人
だ
け
で
な

く
、
難
病
患
者
も
視
点
に
す
え
て
法
律
化
し
て

い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
は
、
せ
っ
か
く
長
期
療

養
病
棟
が
で
き
て
も
、
ベ
ッ
ド
が
寝
た
き
り
老

人
等
で
占
め
ら
れ
、
難
病
患
者
は
入
院
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

全
難
連
、
厚
生
省
に
陳
情

　

そ
こ
で
全
難
連
は
去
る
三
月
コ
一
日
、
下
記

の
三
点
に
つ
い
て
格
別
の
配
慮
を
講
じ
て
下
さ

る
よ
う
、
厚
生
省
に
陳
情
し
ま
し
た
。

ぺ
難
病
に
対
す
る
医
療
を
改
正
医
療
法
の
中

　

に
織
り
込
み
、
受
診
機
関
の
適
正
配
置
、
人

　

院
患
者
の
た
め
の
看
護
要
員
の
確
保
等
の
措

　

置
を
講
じ
る
こ
と
。

二
、
難
病
患
者
が
長
期
入
院
療
養
で
き
る
よ
う

　

に
、
改
正
医
療
法
の
中
に
、
長
期
療
養
病
棟

　

の
設
置
を
織
り
込
む
こ
と
。
そ
の
際
、
い
わ

　

ゆ
る
老
人
病
患
者
と
区
別
し
て
、
難
病
病
棟

　
　

（
病
床
群
）
の
設
置
を
考
え
る
こ
と
。

三
、
難
病
患
者
の
医
療
対
策
を
、
必
要
病
床
数

　

の
算
定
も
含
め
て
、
二
次
医
療
圏
で
考
え
て

　

ほ
し
い
こ
と
。

　

医
療
法
改
正
案
は
近
々
医
療
審
議
会
を
へ
て
、

社
会
保
障
制
度
審
議
会
に
は
か
ら
れ
、
四
月
中

に
国
会
に
上
程
さ
れ
る
予
定
で
す
。
医
療
法
が

患
者
本
位
の
医
療
行
政
の

　

。
柱
”
と
な
る
よ

う
、
今
後
の
審
議
の
成
行
き
を
注
意
深
く
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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年
度
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今
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度
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一
一
兆
五
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円
で
、
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等
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